
 

 

 

 

 

 

ダイレクトドライブモータ TM-RFMシリーズ 

サーボアンプMR-J3-B-RJ080W 

 

三菱 汎用 ＡＣサーボ 

MELSERVO-J3 

 

ご好評頂いておりますMELSERVO-J3シリーズにダイレクトドラ

イブモータが新登場。 

瞬時 大トルク6～720N・m、モータ外径φ130～330mmの12機

種を取り揃えています。 

本モータはダイレクトドライブ構造による高い剛性、高分解能エ

ンコーダによる高精度な制御を実現します。 

扁平薄型のため機械可動部の小形化、また低重心化による装

置の安定性向上が可能です。 

半導体製造装置、液晶製造装置、工作機械などの回転テーブ

ル、インデックステーブルの用途に適しています。 

ＥＮ、ＵＬ、CSA規格にも標準仕様で対応予定です。 

 

 

 

■特長 
・ ダイレクトドライブ構造により高剛性、高トルクを実現します。 

・ 高分解能エンコーダの採用により高精度な制御を実現します。 

・ 減速機などを使用しないため、ガタやバックラッシュによる損失がありません。そのため、低騒音でなめらかな駆動を実現します。

さらに整定時間の短縮や、高頻度運転を高精度に実現します。 

・ 磨耗、潤滑などに対してメンテナンスフリーを実現しました。 

・ 中空構造のためケーブル、配管などが簡素化できます。 

・ MR Configurator を使用し、パラメータ設定、モニタ表示などサーボの立上げ・調整が容易に行えます。 

 

 

■形名構成 

 

●ダイレクトドライブモータ 

 

●サーボアンプ 
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■ダイレクトドライブモータ仕様 
ダイレクトドライブモータ形名 TM-RFM 002C20 004C20 006C20 006E20 012E20 018E20 

対応サーボアンプ形名 

MR-J3-□-RJ080W 
20B 40B 60B 60B 70B 100B 

モータ外径（フレーム外径） (mm) φ130 φ180 

電源設備容量 (注 1) (kVA) 0.25 0.38 0.53 0.46 0.81 1.3 

定格出力容量 (W) 42 84 126 126 251 377 
連続特性 

定格トルク (N・m) 2 4 6 6 12 18 

最大トルク (N・m) 6 12 18 18 36 54 

定格回転速度 (r/min) 200 

最大回転速度 (r/min) 500 

瞬時許容回転速度 (r/min) 575 

連続定格トルク時のパワーレート (kW/s) 3.7 9.6 16.1 4.9 12.9 21.8 

定格電流 (A) 1.3 2.1 3.1 3.1 3.8 5.9 

最大電流 (A) 3.9 6.3 9.3 9.3 12 18 

回生ブレーキ頻度 (注 2) (回/分) 制限なし 4600 2600 510 560 400 

慣性モーメント J(×10-4kg・m2) 10.9 16.6 22.4 74.0 111 149 

推奨負荷慣性モーメント比 (注 3) 50倍以下 

絶対精度 (s) ±15 ±12.5 

エンコーダ分解能 1048576p/rev（絶対位置・インクリメンタル共用エンコーダ） (注4) 

絶縁階級 F種 

構 造 全閉自冷（保護方式IP42） (注5) 

モーメント荷重 (N・m) 22.5 70 回転部 

許容荷重 (注 8) アキシャル荷重 (N) 1100 3300 

周囲温度 0～40℃（凍結のないこと）、保存：-15～70℃（凍結のないこと） 

周囲湿度 80％RH 以下（結露のないこと）、保存：90％RH 以下（結露のないこと） 

雰囲気 
屋内(直射日光が当たらないこと)、 

腐食性ガス・引火性ガス・オイルミスト・塵埃・油水の飛散のないこと 

標 高 海抜1000m 以下 

環 境 (注 7) 

振 動 (注 6) X：49m/s2 Y：49m/s2 

質 量  (kg) 5.2 6.8 8.4 11 15 18 
 
注) 1. 電源設備容量は電源インピーダンスにより変わります。 

2. 回生ブレーキ頻度はモータ単体、回生オプションなしで定格回転速度から減速停止する場合の許容頻度を示します。ただし、負荷をつけた場合、表の値
の1/（m+1）になります（m=負荷慣性モーメント／モータ慣性モーメント）。また、定格回転速度を超える場合、回生ブレーキ頻度は（運転速度／定格速
度）の2乗に反比例します。運転回転速度が頻繁に変わる場合や、上下送りのように常時回生状態となるような場合は、運転時の回生発熱量（W）を求
めて許容回生電力（W）を超えないようにしてください。各システムにより最適な回生抵抗器が異なりますので、容量選定ソフトウェア（MELFANSwebホー
ムページより無償でダウンロードできます。）を使用し、最適な回生抵抗器を選定してください。回生抵抗器の許容回生電力については、本カタログの「■
オプション ●回生オプション」を参照してください。 

3. ダイレクトドライブモータ回転部に対する推奨負荷慣性モーメント比を示します。負荷慣性モーメント比が記載値を超える場合はご相談ください。 

4. 絶対位置検出システムの場合は、オプションの絶対位置ユニット（MR-BTAS01）およびバッテリ（MR-J3BAT）が必要です。 
詳細については、『MR-J3-□B-RJ080W 技術資料集』を参照してください。 

5. 回転部の貫通部およびコネクタ部は除きます。 
6. 振動方向は右図のとおりです。数値は最大値を示す部分の値です。 

モータ停止時は、ベアリングにフレッティングが発生しやすくなりますので、振動を許容値の半分程度に抑えてください。 

 

7. 常時オイルミストや油水がかかる環境では、標準仕様のダイレクトドライブモータは使用できません。弊社までお問合せください。 

8. ダイレクトドライブモータの回転部(出力軸)へのアキシャル荷重、モーメント荷重の計算例を以下に示します。アキシャル荷重、モーメント荷重は許容値以

下にしてください。 

 

 

 

アキシャル荷重 

＝F＋負荷の質量 

 

 

アキシャル荷重 

＝F＋負荷の質量 

モーメント荷重 

＝F×L 

 

アキシャル荷重＝負荷の質量 

モーメント荷重＝F×(L＋A) 

 

モータ外径 (mm) 

（フレーム外径） 
寸法 A (mm)

φ130 19.1 

φ180 20.2  
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■ダイレクトドライブモータ仕様 
ダイレクトドライブモータ形名 TM-RFM 012G20 048G20 072G20 040J10 120J10 240J10 

対応サーボアンプ形名 

MR-J3-□-RJ080W 
70B 350B 70B 350B 500B 

モータ外径（フレーム外径） (mm) φ230 φ330 

電源設備容量 (注 1) (kVA) 0.71 2.7 3.8 1.2 3.4 6.6 

定格出力容量 (W) 251 1005 1508 419 1257 2513 
連続特性 

定格トルク (N・m) 12 48 72 40 120 240 

最大トルク (N・m) 36 144 216 120 360 720 

定格回転速度 (r/min) 200 100 

最大回転速度 (r/min) 500 200 

瞬時許容回転速度 (r/min) 575 230 

連続定格トルク時のパワーレート (kW/s) 6.0 37.5 59.3 9.4 40.9 91.4 

定格電流 (A) 3.4 10.9 16 4.3 11 20 

最大電流 (A) 10 33 48 13 33 60 

回生ブレーキ頻度 (注 2) (回/分) 200 350 250 120 70 40 

慣性モーメント J(×10-4kg・m2) 238 615 875 1694 3519 6303 

推奨負荷慣性モーメント比 (注 3) 50倍以下 

絶対精度 (s) ±12.5 ±10 

エンコーダ分解能 1048576p/rev（絶対位置・インクリメンタル共用エンコーダ） (注4) 

絶縁階級 F種 

構 造 全閉自冷（保護方式IP42） (注5) 

モーメント荷重 (N・m) 93 350 回転部 

許容荷重 (注 8) アキシャル荷重 (N) 5500 16000 

周囲温度 0～40℃（凍結のないこと）、保存：-15～70℃（凍結のないこと） 

周囲湿度 80％RH 以下（結露のないこと）、保存：90％RH 以下（結露のないこと） 

雰囲気 
屋内(直射日光が当たらないこと)、 

腐食性ガス・引火性ガス・オイルミスト・塵埃・油水の飛散のないこと 

標 高 海抜1000m 以下 

環 境 (注 7) 

振 動 (注 6) X：49m/s2 Y：49m/s2 X：24.5m/s2 Y：24.5m/s2 

質 量  (kg) 17 36 52 53 91 146 
 
注) 1. 電源設備容量は電源インピーダンスにより変わります。 

2. 回生ブレーキ頻度はモータ単体、回生オプションなしで定格回転速度から減速停止する場合の許容頻度を示します。ただし、負荷をつけた場合、表の値
の1/（m+1）になります（m=負荷慣性モーメント／モータ慣性モーメント）。また、定格回転速度を超える場合、回生ブレーキ頻度は（運転速度／定格速
度）の2乗に反比例します。運転回転速度が頻繁に変わる場合や、上下送りのように常時回生状態となるような場合は、運転時の回生発熱量（W）を求
めて許容回生電力（W）を超えないようにしてください。各システムにより最適な回生抵抗器が異なりますので、容量選定ソフトウェア（MELFANSwebホー
ムページより無償でダウンロードできます。）を使用し、最適な回生抵抗器を選定してください。回生抵抗器の許容回生電力については、本カタログの「■
オプション ●回生オプション」を参照してください。 

3. ダイレクトドライブモータ回転部に対する推奨負荷慣性モーメント比を示します。負荷慣性モーメント比が記載値を超える場合はご相談ください。 

4. 絶対位置検出システムの場合は、オプションの絶対位置ユニット（MR-BTAS01）およびバッテリ（MR-J3BAT）が必要です。 
詳細については、『MR-J3-□B-RJ080W 技術資料集』を参照してください。 

5. 回転部の貫通部およびコネクタ部は除きます。 
6. 振動方向は右図のとおりです。数値は最大値を示す部分の値です。 

モータ停止時は、ベアリングにフレッティングが発生しやすくなりますので、振動を許容値の半分程度に抑えてください。 

 

7. 常時オイルミストや油水がかかる環境では、標準仕様のダイレクトドライブモータは使用できません。弊社までお問合せください。 

8. ダイレクトドライブモータの回転部(出力軸)へのアキシャル荷重、モーメント荷重の計算例を以下に示します。アキシャル荷重、モーメント荷重は許容値以

下にしてください。 

 

 

 

アキシャル荷重 

＝F＋負荷の質量 

 

 

アキシャル荷重 

＝F＋負荷の質量 

モーメント荷重 

＝F×L 

 

アキシャル荷重＝負荷の質量 

モーメント荷重＝F×(L＋A) 

 

モータ外径 (mm) 

（フレーム外径） 
寸法 A (mm)

φ230 24.4 

φ330 32.5  
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■ダイレクトドライブモータトルク特性 

 
 

 

■ダイレクトドライブモータの機械精度 
ダイレクトドライブモータ TM-RFM シリーズの回転部(出力軸)および取付まわりの機械精度を下表に示します。 

項  目  測定箇所 精  度 (mm) 

取付面の回転部(出力軸)に対する振れ a 0.05 

取付面のはめあい外径の振れ b 0.07 

回転部(出力軸)の振れ c 0.04 

回転部(出力軸)端面の振れ d 0.02 
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■ダイレクトドライブモータ外形寸法図 （寸法単位：mm） 

●TM-RFM002C20、TM-RFM004C20、TM-RFM006C20 

●TM-RFM006E20、TM-RFM012E20、TM-RFM018E20 

注) 公差なき寸法については、一般公差となります。実際の寸法が図面寸法に対し1～3mm程度大きくなる場合がありますので、機械側の設計時には余裕をも
たせるよう配慮してください。 
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■ダイレクトドライブモータ外形寸法図 （寸法単位：mm） 

●TM-RFM012G20、TM-RFM048G20、TM-RFM072G20 

●TM-RFM040J10、TM-RFM120J10、TM-RFM240J10 

注) 公差なき寸法については、一般公差となります。実際の寸法が図面寸法に対し1～3mm程度大きくなる場合がありますので、機械側の設計時には余裕をも
たせるよう配慮してください。 
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■サーボアンプ仕様 
サーボアンプ形名 MR-J3-□-RJ080W 20B 40B 60B 70B 100B 350B 500B 

電圧・周波数 (注 1, 2) 

三相AC200～230V／50, 60Hz 

または 

単相AC200～230V／50, 60Hz 

三相AC200～230V／50, 60Hz 

許容電圧変動 

三相AC200～230Vの場合： 

三相AC170～253V 

単相AC200～230Vの場合： 

単相AC170～253V 

三相AC170～253V 

主回路 

電源 

許容周波数変動 ±5％以内 

電圧・周波数  単相AC200～230V／50, 60Hz 

許容電圧変動 単相AC170～253V 

許容周波数変動 ±5％以内 

制御回路 

電源 

入 力 (W) 30 45 

インタフェース用電源 DC24V±10％（必要電流容量：0.15A (注3)） 

制御方式 正弦波ＰＷＭ制御・電流制御方式 

ダイナミックブレーキ 内蔵 (注4, 5) 

保護機能 

過電流遮断、回生過電圧遮断、過負荷遮断（電子サーマル）、ダイレクトドライブモータ過熱保護、 

検出器異常保護、回生異常保護、不足電圧・瞬時停電保護、過速度保護、誤差過大保護、 

磁極検出保護、サーボ制御異常保護 

構 造 自冷、開放（IP00） 強冷、開放（IP00） 

周囲温度 (注 6) 0～55℃（凍結のないこと）、保存：-20～65℃（凍結のないこと） 

周囲湿度 90％RH 以下（結露のないこと）、保存：90％RH 以下（結露のないこと） 

雰囲気 
屋内(直射日光が当たらないこと)、 

腐食性ガス・引火性ガス・オイルミスト・塵埃のないこと 

標 高 海抜1000m 以下 

環 境 

振 動 5.9m/s2 以下、10～55Hz（X, Y, Z 各方向） 

質 量  (kg) 0.8 1.0 1.0 1.4 1.4 2.3 4.6 
 
注) 1. 組み合わされたダイレクトドライブモータの定格出力容量および定格回転速度は記載された電源電圧・周波数の場合です。 

電源電圧降下時はトルクが低下します。 
2. ダイレクトドライブモータと組み合わせたときのトルク特性は本カタログの「■ダイレクトドライブモータトルク特性」を参照してください。 
3. 0.15Aは全入出力信号を使用した場合の値です。お客様の使用する入出力点数により電流容量を下げることができます。詳細については『MR-J3-□B 

サーボアンプ技術資料集』を参照してください。 
4. 内蔵ダイナミックブレーキ使用時の許容負荷慣性モーメント比については、『MR-J3-□B-RJ080W 技術資料集』を参照してください。 
5. ダイナミックブレーキ除去品（MR-J3-□B-RU080W）も特殊にて対応可能です。なお、ダイナミックブレーキ除去品使用時は、アラーム発生時や電源遮断

時などにダイレクトドライブモータが急停止しません。装置全体で安全を確保してください。 
6. MR-J3-350B-RJ080W以下はアンプを密着して取り付けることができます。ただし、アンプ密着取付時は、周囲温度を0～45℃にするか、実効負荷率

75％以下で使用してください。 

 

■周辺機器 
●電線、ノーヒューズ遮断器、電磁接触器（選定例） 
600V 二種ビニル絶縁電線（HIV 電線）を使用し、配線長 30m を基準にした場合の選定例を下記に示します。 

電線サイズ(mm2)  

サーボアンプ形名 ノーヒューズ遮断器 
電磁接触器 

（注 3） L1, L2, L3,  
（注 1） 

L11, L21 U, V, W,  
P, C 

（注 1） 

MR-J3-20B-RJ080W 30A フレーム 5A 

MR-J3-40B-RJ080W 30A フレーム 10A 

MR-J3-60B-RJ080W 

MR-J3-70B-RJ080W 

MR-J3-100B-RJ080W 

30A フレーム 15A 

S-N10 2 (AWG14) 1.25 (AWG16) 

MR-J3-350B-RJ080W 30A フレーム 30A S-N20 3.5 (AWG12) 3.5 (AWG12) 

MR-J3-500B-RJ080W（注 2） 50A フレーム 50A S-N35 5.5 (AWG10) 

1.25 (AWG16) 

5.5 (AWG10) 

2 (AWG14) 

 
注) 1. 力率改善リアクトルおよび回生オプションの配線は5m以下にしてください。力率改善DCリアクトル用電線サイズについては『MELSERVO-J3カタログ

（L（名）03015）』を参照してください。 
2. 端子台へ接続するときは、必ず端子台に付属しているねじを使用してください。 
3. 作動遅れ時間（操作コイルに電流が流れてから、接点が閉じるまでの時間）が80ms以下の電磁接触器を使用してください。 

 

●力率改善 DC リアクトル（FR-BEL） 
サーボアンプの力率を改善し、電源容量を小さくできます。 

高調波抑制対策ガイドラインに基づき本力率改善リアクトルを設置します。 

形  名（注） 適用サーボアンプ 形  名（注） 適用サーボアンプ 

FR-BEL-0.4K MR-J3-20B-RJ080W FR-BEL-2.2K MR-J3-100B-RJ080W 

FR-BEL-0.75K MR-J3-40B-RJ080W FR-BEL-7.5K MR-J3-350B-RJ080W 

FR-BEL-1.5K 
MR-J3-60B-RJ080W 
MR-J3-70B-RJ080W 

FR-BEL-11K MR-J3-500B-RJ080W 
 
注) 力率改善DCリアクトルの外形寸法図および接続図については、『MELSERVO-J3カタログ（L（名）03015）』を参照してください。 
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■標準結線図（接続例） 

 
 
注) 1. 各軸のサーボアンプ単独の強制停止です。システム全体の非常停止はコントローラ側で実施してください。 

2. 故障（ALM）信号（b接点）は、アラームなしの正常時にDOCOMと導通します。 
3. コントローラの詳細については、各プログラミングマニュアルまたはユーザーズマニュアルを参照してください。 
4. 第2軸目以降の結線は省略してあります。 
5. 軸選択ロータリースイッチ（SW1）を使用し、最大16軸（n=1～16）まで設定できます。 
6. DI1、DI2、DI3には、コントローラの設定でデバイスを割り付けることができます。設定方法については各コントローラのマニュアルを参照してください。ここに

割り付けられているデバイスは、Q173DCPU、Q172DCPU、Q170MCPU、QD75MH、QD74MHの場合です。 
7. シンク配線の場合です。ソース配線も可能です。詳細については『MR-J3-□B サーボアンプ技術資料集』を参照してください。 
8. テスト運転切換えスイッチ（SW2の1）は、MR Configuratorを使用してテスト運転モードを実行する場合に使用します。SW2の2は予備です。 
9. 絶対位置検出システムの場合は、オプションの絶対位置ユニット（MR-BTAS01）およびバッテリ（MR-J3BAT）が必要です。 

詳細については、『MR-J3-□B-RJ080W 技術資料集』を参照してください。 
10. お客様でエンコーダケーブルを製作してください。エンコーダケーブルの製作については、『MR-J3-□B-RJ080W 技術資料集』を参照してください。 
11. サーボアンプMR-J3-□B-RJ080WおよびダイレクトドライブモータTM-RFMシリーズにはMRZJW3-SETUP221ソフトウェアバージョンC4以降で対応予定で

す。 
12. モニタする信号によって出力電圧範囲が変わります。 
13. コネクタタイプはMR-J3-350B-RJ080W以下の場合です。MR-J3-500B-RJ080Wは端子台です。詳細は本カタログの「■サーボアンプ外形寸法図」を参照

してください。 
14. サーボアンプMR-J3-□B-RJ080W対応のコントローラおよびプログラミングソフトウェアのバージョンについては、プログラミングマニュアルまたはユーザー

ズマニュアルなどを参照してください。 
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■サーボアンプ外形寸法図 （寸法単位：mm） 

●MR-J3-20B-RJ080W（注） 

 

 

●MR-J3-40B-RJ080W、MR-J3-60B-RJ080W（注） 

 

 

●MR-J3-70B-RJ080W、MR-J3-100B-RJ080W（注） 

 

 
 

注） CNP1 用コネクタ、CNP2 用コネクタ、CNP3 用コネクタ（挿入タイプ）はサーボアンプに付属しています。 
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■サーボアンプ外形寸法図 （寸法単位：mm） 

●MR-J3-350B-RJ080W（注） 

 

 

●MR-J3-500B-RJ080W 

 

 

注） CNP1 用コネクタ、CNP2 用コネクタ、CNP3 用コネクタ（挿入タイプ）はサーボアンプに付属しています。 
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■オプション  
●ケーブル、コネクタ一覧 
 

 
  

品  名 形  名 
保護

構造
内     容 

MR-J3-100B-RJ080W

以下 Ｃ
Ｎ
Ｐ
１
、
Ｃ
Ｎ
Ｐ
２
、
Ｃ
Ｎ
Ｐ
３
用 

① 

サーボアンプ 

電源用 

コネクタセット 
（注3） 

MR-J3-350B-RJ080W 

（標準付属品：

挿入タイプ） 
－ 

 
注) 1. エンコーダケーブルの製作については、『MR-J3-□B-RJ080W 技術資料集』を参照してください。 

2. 電線サイズの選定例については本カタログの「■周辺機器 ●電線、ノーヒューズ遮断器、電磁接触器（選定例）」を参照してください。 
3. コネクタタイプはMR-J3-350B-RJ080W以下のサーボアンプのみです。MR-J3-500B-RJ080Wは端子台です。詳細は本カタログの「■サーボアンプ外形寸

法図」を参照してください。 
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品  名 形  名 
保護

構造
（注 5）

内     容 

② 
SSCNETⅢケーブル（注1） 

（盤内用標準コード） 

MR-J3BUS□M 

□内ケーブル長さ

0.15, 0.3, 0.5, 1, 3m

－

③ 
SSCNETⅢケーブル（注1） 

（盤外用標準ケーブル） 

MR-J3BUS□M-A

□内ケーブル長さ

5, 10, 20m 

－  

④ 
SSCNETⅢケーブル（注1） 

（長距離ケーブル、高屈曲寿命品） 

MR-J3BUS□M-B

□内ケーブル長さ

30, 40, 50m（注2） 

－

 

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
、
Ｃ
Ｎ
１
Ａ
、
Ｃ
Ｎ
１
Ｂ
用 ⑤ SSCNETⅢ用コネクタセット（注1） MR-J3BCN1（注3） －

 

Ｃ
Ｎ
１
Ｂ
用

⑥ SSCNETⅢ用コネクタキャップ （標準付属品） －
 

Ｃ
Ｎ
５
用

⑦ 

パーソナル 

コンピュータ 

通信ケーブル 

USBケーブル 
MR-J3USBCBL3M

ケーブル長さ 3m 
－

Ｃ
Ｎ
３
用

⑧ 入出力信号用コネクタセット MR-CCN1 －
 

⑨ 

エンコーダ用コネクタセット 

（サーボアンプ、 

ダイレクトドライブモータ接続用 

またはサーボアンプ、 

絶対位置ユニット接続用） 

MR-J3DDCNS IP67

エ
ン
コ
ー
ダ
用 

⑩ 

エンコーダ用コネクタセット 

（絶対位置ユニット、 

ダイレクトドライブモータ接続用） 

MR-J3DDSPS IP67

<TM-RFM□C20， 

TM-RFM□E20用> 

電源用コネクタセット 

MR-PWCNF 

(ストレートタイプ) 
IP67

 

<TM-RFM□G20用> 

電源用コネクタセット 

MR-PWCNS4 

(ストレートタイプ) 
IP67

 

<TM-RFM040J10， 

TM-RFM120J10用> 

電源用コネクタセット 

MR-PWCNS5 

(ストレートタイプ) 
IP67

 

モ
ー
タ
電
源
用 

⑪ 

<TM-RFM240J10用> 

電源用コネクタセット 

MR-PWCNS3 

(ストレートタイプ) 
IP67

  
注) 1. ご使用の前にオプションに同梱の注意事項をよくお読みください。 

2. 超高屈曲寿命品および特殊線長（超高屈曲寿命品にて対応）が必要な場合は、下記の三菱電機システムサービス（株）までお問合せください。 

（http://www.melsc.co.jp/business/） 

東京機電支社：（03）3454-5511、中部支社：（052）722-7602、関西機電支社：（06）6454-0281 

3. 専用加工ツールが必要です。詳細は販売元までお問合せください。 
4. 表に記載の形名ははんだ付けタイプの場合です。圧着タイプの形名は、10120-6000EL（コネクタ）、10320-3210-000（シェルキット）です。 
5. 記載の保護構造は、コネクタ部を嵌合させたときの防塵・防水レベルを示します。サーボアンプ・ダイレクトドライブモータの保護構造が記載と異なる場合

は、全体の保護構造は低いほうに依存します。 
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■オプション 
●絶対位置ユニット（MR-BTAS01） 
絶対位置検出システムで使用する場合に必要です。 

 外形寸法図 （寸法単位：mm）

 
注) 制御盤外に取り付ける場合は、必ず取付面Aを4本のねじで固定してください。制御盤内に取り付ける場合は、取付面Bを2本のねじで固定することも可能で

す。 

 

●バッテリ（MR-J3BAT） 
サーボアンプにバッテリを装着することにより絶対位置データを保持することができます。 

インクリメンタル方式でご使用の際は、装着する必要はありません。 

 外  形 

 

 
注) MR-J3BATはリチウム金属電池です。UN規制では危険物（Class9）には該当しません。 

UN規制の対象となる手段でリチウム金属電池、およびリチウム金属電池を組み込んだ機器を輸送する場合は、国連の危険物輸送に関する規制勧告、国
際民間航空機関（ICAO）の技術指針（ICAO-TI）、および国際海事機関（IMO）の国際海上危険物規則（IMDG CODE）で定める規制に従った対応が必要とな
ります。お客様が輸送される場合は、お客様自身で 新の規格や当該輸送国の法令を確認し、対応していただく必要があります。詳細については弊社支社
もしくは代理店までご照会ください。（2009年10月現在） 

 

●回生オプション 

許容回生電力（W）（注 3） 

回生オプション（注 1） 

 

 

サーボアンプ 内蔵回生 

抵抗器 
（注 1） 

MR-RB032

[40Ω] 

MR-RB12

[40Ω] 

MR-RB30

[13Ω] 

MR-RB31

[6.7Ω] 

MR-RB32 

[40Ω] 

MR-RB50

[13Ω] 
（注 2） 

MR-RB51

[6Ω] 
（注 2） 

MR-J3-20B-RJ080W 10 30 100 ― ― ― ― ― 

MR-J3-40B-RJ080W 10 30 100 ― ― ― ― ― 

MR-J3-60B-RJ080W 10 30 100 ― ― ― ― ― 

MR-J3-70B-RJ080W 20 30 100 ― ― 300 ― ― 

MR-J3-100B-RJ080W 20 30 100 ― ― 300 ― ― 

MR-J3-350B-RJ080W 100 ― ― 300 ― ― 500 ― 

MR-J3-500B-RJ080W 130 ― ― ― 300 ― ― 500  
注) 1. 内蔵回生抵抗器および回生オプションの外形寸法図および接続図については、『MELSERVO-J3カタログ（L(名)03015）』を参照してください。 

2. 必ず冷却ファンを設置してください。冷却ファンはお客様で手配願います。 
3. 表中の電力の数値は抵抗器による回生電力であり、定格電力ではありません。 
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■標準価格（注 1） （単位：円） 

注) 1. 本価格には消費税は含まれておりません。 
2. サーボアンプMR-J3-□B-RJ080WおよびダイレクトドライブモータTM-RFMシリーズにはMRZJW3-SETUP221ソフトウェアバージョンC4以降で対応予定です。

 
 
 

形  名 価 格 形  名 価 格 

TM-RFM002C20 ― MR-J3BUS3M  21,000 

TM-RFM004C20 ― MR-J3BUS5M-A  24,000 

TM-RFM006C20 ― MR-J3BUS10M-A  32,000 

TM-RFM006E20 ― MR-J3BUS20M-A  48,000 

TM-RFM012E20 ― MR-J3BUS30M-B 120,000 

TM-RFM018E20 ― MR-J3BUS40M-B 152,000 

TM-RFM012G20 ― MR-J3BUS50M-B 180,000 

TM-RFM048G20 ― MR-J3BCN1   3,200 

TM-RFM072G20 ― MR-J3USBCBL3M  13,500 

TM-RFM040J10 ― MR-CCN1   2,000 

TM-RFM120J10 ― MR-J3DDCNS ― 

TM-RFM240J10 ― MR-J3DDSPS ― 

MR-J3-20B-RJ080W ― MR-PWCNF  13,000 

MR-J3-40B-RJ080W ― MR-PWCNS4  13,000 

MR-J3-60B-RJ080W ― MR-PWCNS5  13,000 

MR-J3-70B-RJ080W ― MR-PWCNS3  28,500 

MR-J3-100B-RJ080W ― MR-RB032  15,000 

MR-J3-350B-RJ080W ― MR-RB12  17,500 

MR-J3-500B-RJ080W ― MR-RB30  21,000 

MR-BTAS01 ― MR-RB31  21,000 

MR-J3BAT   4,000 MR-RB32  21,000 

MR-J3BUS015M  17,000 MR-RB50  40,000 

MR-J3BUS03M  17,500 MR-RB51  40,000 

MR-J3BUS05M  18,000 MRZJW3-SETUP221（注2）  29,000 

MR-J3BUS1M  18,500 
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 保証について  

 
１．無償保証期間と無償保証範囲 

無償保証期間中に、製品に当社側の責任による故障や瑕疵（以下併せて「故障」と呼びます）が発生した場合、当社はお買い上げいただきました販売店

または当社サービス会社を通じて、無償で製品を修理させていただきます。 

ただし、国内および海外における出張修理が必要な場合は、技術者派遣に要する実費を申し受けます。また、故障ユニットの取替えに伴う現地再調整・

試運転は当社責務外とさせていただきます。 
 

【無償保証期間】 

製品の無償保証期間は、お客様にてご購入後またはご指定場所に納入後１２ヶ月とさせていただきます。 

ただし、当社製品出荷後の流通期間を 長６ヶ月として、製造から１８ヶ月を無償保証期間の上限とさせていただきます。 

また、修理品の無償保証期間は、修理前の無償保証期間を超えて長くなることはありません。 
 

【無償保証範囲】 

(1) 一次故障診断は、原則として貴社にて実施をお願い致します。 

ただし、貴社要請により当社、または当社サービス網がこの業務を有償にて代行することができます。 

この場合、故障原因が当社側にある場合は無償と致します。 

(2) 使用状態・使用方法、および使用環境などが、取扱説明書、ユーザーズマニュアル、製品本体注意ラベルなどに記載された条件・注意事項などに

したがった正常な状態で使用されている場合に限定させていただきます。 

(3) 無償保証期間内であっても、以下の場合には有償修理とさせていただきます。 

 ① お客様における不適切な保管や取扱い、不注意、過失などにより生じた故障およびお客様のハードウェアまたはソフトウェア設計内容に起因した

故障。 

 ② お客様にて当社の了解なく製品に改造などの手を加えたことに起因する故障。 

 ③ 当社製品がお客様の機器に組み込まれて使用された場合、お客様の機器が受けている法的規制による安全装置または業界の通念上備えられ

ているべきと判断される機能・構造などを備えていれば回避できたと認められる故障。 

 ④ 取扱説明書などに指定された消耗部品が正常に保守・交換されていれば防げたと認められる故障。 

 ⑤ 消耗部品（バッテリ、ファン、平滑コンデンサなど）の交換。 

 ⑥ 火災、異常電圧などの不可抗力による外部要因および地震、雷、風水害などの天変地異による故障。 

 ⑦ 当社出荷当時の科学技術の水準では予見できなかった事由による故障。 

 ⑧ その他、当社の責任外の場合またはお客様が当社責任外と認めた故障。 
 

２．生産中止後の有償修理期間 

(1) 当社が有償にて製品修理を受け付けることができる期間は、その製品の生産中止後７年間です。 

生産中止に関しましては、当社セールスとサービスなどにて報じさせていただきます。 

(2) 生産中止後の製品供給（補用品を含む）はできません。 
 

３．海外でのサービス 

海外においては、当社の各地域ＦＡセンターで修理受付をさせていただきます。ただし、各ＦＡセンターでの修理条件などが異なる場合がありますのでご

了承ください。 
 

４．機会損失、二次損失などへの保証責務の除外 

無償保証期間の内外を問わず、当社の責に帰すことができない事由から生じた障害、当社製品の故障に起因するお客様での機会損失、逸失利益、当

社の予見の有無を問わず特別の事情から生じた損害、二次損害、事故補償、当社製品以外への損傷、およびお客様による交換作業、現地機械設備の

再調整、立上げ試運転その他の業務に対する補償については、当社責務外とさせていただきます。 
 

５．製品仕様の変更 

カタログ、マニュアルもしくは技術資料などに記載の仕様は、お断りなしに変更させていただく場合がありますので、あらかじめご承知おきください。 
 

６．製品の適用について 

(1) 当社汎用ＡＣサーボをご使用いただくにあたりましては、万一汎用ＡＣサーボに故障・不具合などが発生した場合でも重大な事故にいたらない用途

であること、および故障・不具合発生時にはバックアップやフェールセーフ機能が機器外部でシステム的に実施されていることをご使用の条件とさせ

ていただきます。 

(2) 当社汎用ＡＣサーボは、一般工業などへの用途を対象とした汎用品として設計・製作されています。 

したがいまして、各電力会社殿の原子力発電所およびその他発電所向けなどの公共への影響が大きい用途や、鉄道各社殿および官公庁殿向け

の用途などで、特別品質保証体制をご要求になる用途には、汎用ＡＣサーボの適用を除外させていただきます。 

また、航空、医療、鉄道、燃焼・燃料装置、有人搬送装置、娯楽機械、安全機械など人命や財産に大きな影響が予測される用途へのご使用につい

ても、当社汎用ＡＣサーボの適用を除外させていただきます。 

ただし、これらの用途であっても、使途を限定して特別な品質をご要求されないことをお客様にご了承いただく場合には、適用可否について検討致

しますので当社窓口へご相談ください。 

（2009 年 10 月現在） 
 

 



 

L（名）03033-D 名-0910 (MDOC) この印刷物は、2009 年 10 月の発行です。なお、お断りなしに仕様を変更することがありますのでご了承ください。 2009 年 10 月作成 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
安全に関するご注意 

本カタログに記載された製品を正しくお使いいただくため、ご使用の前に必ず

「取扱説明書」および「技術資料集」をよくお読みください。 

本品のうち、外為法に定める規制品（貨物・技術）を輸出する場合は、経済産業大臣の許可が必要です。

三菱 汎用 ＡＣサーボ 


